
地域防災学習交流会〈後期〉のご案内

首都直下地震への備えとして、一人ひとりが自分を守り、近くにいる人同士が
助けあうことが、何より大切です。

「地域防災学習交流会」は、貴方の町に防災専門家が訪れ、防災に役立つ講義
や意見交換を行います。
講義テキストやマイク等の機材はこちらで準備しますので、普段の町会の会議

や定期訓練などに併せて開催すれば、手軽に防災の勉強をすることができますロ

コース倒〈詳細は別紙 1 参照〉
「首都直下地震の備えと地域防災力の向上」
「災害時要援護者への対策」
「地域の危険を知って始める防災活動－防災マップ（ハザードマップ）の作成とその活用一」など多数

是非、お気軽にお申込ください！！

1 申込方法

c 1 ）希望する日時やコース等を決めて、固因「地域防災学習交流会（後期）申込書」
を送付してください。 〈メールまたは F A ×>

申込期限 ： 1 0月 1 日〈火〉
送付先 ：株式会社イオタ 三平〈東京都委託業者〉
F Aﾗ 03-3523-1901 
E-mail apply@iota-lab.com 

(2）東京都委託業者から直接、受講可否のご連絡をします。（ 1 0月中旬頃〉
(3）受講が決まったら、開催に向けた調整のため、東京都委託業者がご連絡します。
(4）当日は、講師及びスタッフが会場に赴き学習交流会を実施します。

2 申込ができる団体
都内〈区部・多摩〉の自主防災組織、町会・自治会など
PT Aや、町会・自治会以外の地域コミュ二ティ等ち含みます。

3 実施日
平成25年 1 1 月 1 日（金〉から3月 1 5 日〈土〉までの聞で希望する目
安希望日（第四希望まで〉を、「申込書」にご記入ください。
※ 1 土・日・祝日を含みます。

※2 1 2月 28日〈土〉～ 1 月 8日〈水〉は除外レます。

4 実施時間
c 1 ）～（3）の中で希望する時間帝で実施します。
c 1 ）午前開催： 1 0時0 0分から 1 2時0 0分のうち90分間
(2）昼間開催： 1 3時0 0分から 1 7時0 0分のうち90分間
(3）夜間開催： 1 8時0 0分から 21 時0 0分のうち90分間

古希望時間の開始時間を「申込書」にご記入ください。
※ 1 前後の開催状況によっては、別途時間を調整させていただくことがあります。



5 実施会場

町会・自治会館やコミュニティセンター等、申込団体が手配する会場で実施します。

6 受講者数
20～50名程度を目安とします。
※ 50名を越える実施ち可能ですが、印刷物等の準備は80名分を上限とします。

7 講義内容〈別紙 1 「平成25年『地域防災学習交流会〈後期〉』コース内容j 参照〉
講義前半に「学習会」を、講義後半に「交流会」を実施します。
※ 1 「学習会」は、別紙 1 「コース内容」のA～Gコースのうち希望するコースを実施します。
女希望コース（第二希望まで〉を「申込書」にご記入ください。
※2 「交流会」は、質疑応答や地域防災に関する意見交換等を行います。
※3 「学習会」と「交流会」の時間配分は変更可能です。また講義内容についても、受講希望

団体の要望に出来る限り対応します。
女「地域の特性を講義に盛込んでほしいJ など、講義内容のアレンジを希望する揚合は、「申込書」
にその旨ご記入の上、開催に向けた打合せの際にご相談ください。但し、内容によってはご希
望に沿えない揚合ちあります。

※4 「学習会」の講義の前に、「東京消防庁からのお知らせ まちかど防災訓練について」があ
ります（10 分程度〉。

※本事業は全65固と回数に限りがございます。申込み状況によっては、ご希望に沿え

ない可能性がございます。 〈申込多数の揚合は、申込いただいても実施ができない揚合
もございます。〉その旨ご了君主ください。

8 学習交流会実施にあたっての運営業務について

本事業を実施するに当たって、東京都は業務委託契約を「株式会社イオタ」と締結

しています。学習交流会実施に係る①申込受信、②受講希望団体との連絡調整、③機

材の準備〈マイク、パソコン、プロジェクター、スクリーン等〉、④会場の設営、⑤
当日の受信や司会進行等の業務は、東京都委託業者が実施します。

9 その他
c 1 ）学習交流会を霊議室包友国箆~希望する団体には、「学習交流会」を踏まえて団体
で作成したマニュアルやマップ等を、講義補足資料としてコピーいたします。〈カラ
ーコピー、最大 50 部、サイズには制限があります〉
当サービスを利用する揚合は、 3月 1 5 日〈土〉〈必着〉までに、コピー原稿を郵

送またはメールをしていただきます。〈詳細は、東京都委託業者までお問合せください〉

(2）学習交流会に係る質問等については、以下の東京都委託業者までお願いします。
(3）当日は記録として写真撮影を行うことがありますので、その旨ご了承ください。
(4）学習交流会にかかる、講師謝礼やテキスト代について、受講団体の負担はありま
せん。

【学習交流会 申込・問合せ先】 （東京都委託業者〉
株式会社イオタ三平
電話 03-3523-1900 c代表〉
FAX 03-3523-1901 
E-mail apply@iota-lab.com 

【東京都担当】
干 163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目8番 1 号
東京都総務局総合防災部防災管理課防災隣組推進担当 池上
TEL 03-5388-2549 FAX 03-5388-1270 
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匿E
平成25年『地域防災学習交流会（後期）』コース肉容

時間 コース 講義タイトル

開会 10 分 －会の進行説明
－東京消防庁からのお知らせ まちかど防災訓練について

学習会 50 分 A 「首都直下地震の備えと地域防災力の向上」

コース 東京都の首都直下地震が起きた場合の被害想定の結果を踏まえて、
個々人が備えるべき自助の内容、ならびに地域の共助の体制について、
日本人の災害観である諦観（ていかん）や自然への順応といづた負の
態度を打ち破るため、「生活継続防備」という新しい視点を提唱します。

B 「集合住宅（マンション等）の防災対策」

コース 集合住宅（マンション等）の防災対策について、居住者が共同で対処
すべき課題を整理し、その解決のために必要な組織の仕組みづくり、
平時の定常的活動や居住者の防災対策支援、交流イベントや発災型応
急対応訓練など、特にソフト面の対策について、先進的な集合住宅（マ
ンション等）の自主防災組織の活動事例を踏まえて、提案します。

c 「避難所運営の手順と方法」

コース 自治会、町内会、管理組合等が主体となった避難所運営の手順を確認
しながら、行政との協働の観点を含めて、地域の防災資源である人材、
物資、空間、情報の取り扱いを解説します。

D 「住民による地震火災対策」

コース 地震火災の発生・拡大のメカニズムを学習し、これによる被害を軽減
するための住民レベルの防災対策について解説します。具体的には、
住民による火災防備対策、初期消火対策を検討するとともに、燃え広

がらない街づくりを実現するための住民協力について検討します。

E 「災害時要援護者への対策J

コース 東京消防庁が4月に発表した災害時要支援者のための「地震から命を
守る『7 つの問いかけ』」に基づいて、要支援者だけではなく、支援を
する人にも必要な準備や心構えを解説します。

F 『地域の危険を知って始める防災活動

コース ー防災マップ（ハザードマップ）の作成とその活用ーJ
地域の防災活動l立、まず自分の住む街にどんな危険があるかを知ると
ころから始めなければなりません。本講義ではそのための「まち歩きJ
の準備と要点を解説して、いかに「防災の目」を養うか、またその結
果をどのように「防災マップ」としてまとめるかを、事例を示しなが
ら説明します。出来上がった防災マップの活用方法も解説します。

G 『安否確認の進め方」

コース 災害発生後、まず必要になる対応の一つが「安否確認」です。本講襲
では、防災関連機関が進める安否確認業務ではなく、地域が主体で進

める安否確認について、事例を基に進め方のポイントを解説します。

交流会 約 30 分 「質疑応答や意見交換」
フリーディスカッションのほか、専用シートを使った問題の洗い出し
形式、グループワークによる討論形式、ゲーム演習形式など、テーマ
に応じ様々な形で「地域防災対策のきっかけ」となる場を設けます。

・講師の紹介
梶 秀樹氏（筑波大学名誉教授）
藤岡 正樹氏（東京工業大学都市地震工学センター研究員）
高梨義也氏（地域防災アドバイザ一、防災士）
三平淘 氏（地域防災アドバイザ一、株式会社イオタ代表取締役）
※上記以外にも多数の講師がいます。（講師の希望には応じかねますのでご了承ください）



記入例｜【申込締切】 10月 1 日（火）必着
【申込書送付先】株式会社イオタ三平（東京都委罷業者）

FAX 03-3523-1901 
E-mail apply@iota-lab.com 

｜別紙21

撞轟轟瞳轟轟轟轟轟欝盤盤謹璽調

※ 1 1 月 1 日～ 3 月 1 5 日までの間（ 1 2 月 28 日～ 1~吾匝ほ孫弄〕
※土・日・祝は希望が集中するため、ご要望に添えない可能性がございます。土・日・祝を希望される場
合は、可能であれば、第一～第四希望のうち一つは平日希望日をご記入ください。

6 講義に関する要望があればご記入ください。

1 学習会の時間を長くとってほしい。 （学習会 80 分、交流会 1 0 分）
2 防災知識が少ない住民が多数参加予定のため、平易な言葉で説明してほしい。

7 地域の防災について、困っていることなどがあればご記入ください。

防災の基礎的知識が不足しているために、町会員の危機感が薄いと感じている。また高齢者
が多く住んでいるが、安否確認の方法が決まっていない。

※お申込いただいた個人情報は、本地域防災学習交流会の実施業務にのみ使用します。



【申込締切】 10月 1 日（火）必着
【申込書送付先】株式会社イオタ三平（東京都委託業者）

FAX 03-3523-1901 
E-mail apply@iota-lab.com 

騒騒盤鍾轟轟轟鑓鱗鱒轟
田盟掴臨髄組睡鱒醸蟻観鵬劉駿趨鱗繍

戸割醒回廊繭踊量麗額罷麗露顕麗観覇思櫨鱒離轟轟

3 実施会場等

4 実施希望日時

※ 1 1 月 1 日～ 3 月 1 5 日までの両（ 1 2 月 2 8 日～ 1 月 8 日は除舛〕

｜別紙21

※土・日・祝は希望が集中するため、ご要望に添えない可能性がございます。 土・日・祝を希望される場
合は、可能であれば、第一～第四希望のうち一つは平日希望日をご記入ください。

6 講義に関する要望があればご記入ください。

7 地域の防災について、困っていることなどがあればご記入ください。

※お申込いただいた個人情報は、本地域防災学習交流会の実施業務にのみ使用します。


